
主　　催　　環境システム計測制御学会（EICA）

日　　程　　平成22年10月28日(木)・10月29日(金)�

会　　場　　立命館大学 びわこ・くさつキャンパス［ローム記念館・エポック立命21］
　　　　　　　　　　　 〒525-8577 滋賀県草津市野路東1-1-1

共　　催　　立命館大学

後　　援　　京都大学大学院工学研究科　京都大学大学院地球環境学堂　(社)化学工業会
　　　　　　(社)計測自動制御学会　(社)産業環境管理協会　システム制御情報学会
　　　　　　(社)全国上下水道コンサルタント協会　(社)全国都市清掃会議　(社)大気環境学会　(社)電気学会
　　　　　　(社)土木学会　(社)日本環境技術協会　(財)日本環境衛生センター　(社)日本環境測定分析協会
　　　　　　(社)日本機械学会　(社)日本下水道協会　(社)日本下水道光ファイバー技術協会　(社)日本工学会
　　　　　　(社)日本水道協会　(社)日本電気計測器工業会　日本知能情報ファジィ学会　(社)日本水環境学会
　　　　　　(財)廃棄物研究財団　(社)廃棄物資源循環学会

立命館大学 びわこ・くさつキャンパス
〒525-8577　滋賀県草津市野路東1-1-1　TEL.077-561-3023（佐藤まで）

■電車でお越しの場合
　ＪＲ東海道線　大津駅より直行バス約25分 
　ＪＲ東海道線　南草津駅より近江鉄道バス約10分
　　※駐車場はありません。公共交通機関でお越しください。
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組織委員会／実行委員会（敬称略）

環境システム計測制御学会（EICA）は、お蔭様で本年度20周年の記念の年を迎えることができました。

この20周年節目の年に第22回環境システム計測制御学会（EICA）研究発表会を、当学会初代会長 故京都大学名誉教授平岡正勝先生がセンター

長を勤めておられました「立命館大学 エコ・テクノロジー研究センター」の在ります立命館大学びわこ・くさつキャンパスで開催することができ

ますのは、一重にご後援をいただいております学協会をはじめ国、自治体の関係各機関、研究機関・大学並びに賛助会員企業各位のお蔭であると

存じます。厚く御礼を申し上げます。

さて、この20年間に上下水道の普及率も飛躍的に向上し、上水では安全安心をキーワードにオゾン処理や膜処理などの高度処理化が進んでおり

ます。また、下水道においては放流水域の富栄養化対策として窒素・りんの除去を目的に高度処理化や合流改善への対応あるいは汚泥処理の有効

利用など様々な取り組みがされております。また最近では、下水処理水の水不足の世界地域への輸送販売などについても検討されてきており、こ

の分野での処理技術に留まらない世界的なグローバル化が進められようとしています。一方、廃棄物処理においては大気汚染対策への取り組みを

はじめ、生活様式の変化、環境に対する意識の変化、最終処分場対策などからごみの減量化と資源化へと急速に進んでまいりました。更に上・下

水道、廃棄物事業においては包括民営化が進み、より複雑化した技術・システムに対する運転管理への対応としてアセットマネージメントの導入

なども検討されてきております。またエネルギー使用量の大きな事業分野として、京都議定書の実現からCO2 25％削減目標の実施の為に、低炭素

社会の構築を目指して資源の有効利用、CO2の削減、省エネルギーへの取り組みが事業運営を行う上で大きな課題となってまいりました。

しかし、平成20年後半に始まったアメリカでの金融危機は、その後、またたく間に100年に一度と言われる大不況に全世界を巻き込んでしまい

ました。この影響は、わが国の国内の環境事業の分野へも及んでおり、深刻な事業環境が続いております。この大不況の中で、更にエネルギー資

源や、りん資源やレアメタル資源が、世界的な需要の拡大と、枯渇への思惑から価格の高騰が起こっています。これらの問題は、わが国にとって

将来への大きな不安と、経済的負担を抱える原因となってきています。

一方グローバル化の進む社会的変化の中で、わが国の次世代産業として、環境分野が大きな期待を寄せられており、従来技術を含め、幅広い技

術面での研究開発への足がかりになるとともに、技術者・研究者にとっては、従来と違った技術や製品、システムの研究開発への目標や機会にな

ります。

このような背景において、第22回環境システム計測制御学会研究発表会では、最近の上下水道・廃棄物分野の環境・エネルギーを取巻く状況に

鑑みて、研究発表1日目に「低炭素社会システム構築のための道筋」をテーマとして基調講演とパネルディスカッションを行い、低炭素社会の実現

のために必要な今後の技術・製品・研究の道筋への提言を行うことを目指します。

2日目は、EICAの基本趣旨である上水、下水から維持管理、エネルギーまで環境システムの幅広い分野における、環境情報の計測、制御、管理

に関する研究発表を募集し、一定の事前評価をした査読付き論文と一般応募論文を合わせた研究発表を行います。

旺盛な討議と情報交換をめざし、研究発表会を別記の通り開催いたします。産学官様々な分野の方々のご参加を心よりお待ち申し上げます。

�環境システム計測制御学会会長　田中　宏明（京都大学大学院教授）　　　　　　　　　　　　
特別実行委員長　武田　信生（立命館大学エコ・テクノロジー研究センター長）
実行委員長　田子　靖章（メタウォーター（株））　  　　　　　　　　　　　

開催趣旨

組織委員長
田中　宏明　京都大学大学院工学研究科
　　　　　　流域圏総合環境質研究センター 教授
組織委員
秋葉　道宏　国立保健医療科学院水道工学部 部長
安中　徳二　(社)日本下水道協会 理事長
稲森　悠平　福島大学理工学群共生システム理工学研究科
　　　　　　教授
浦野　紘平　横浜国立大学大学院環境情報研究院
　　　　　　自然環境と情報部門 特任教授
大垣眞一郎　(独)国立環境研究所 理事長
大森　伸一　神戸市水道事業管理者水道局長
小川　健一　東京都下水道局 技監
尾　　正明　岡山市下水道局 局長
荻島　尚之　横浜市環境創造局 局長
粕谷　明博　厚生労働省健康局水道課 課長
楠田　哲也　北九州市立大学国際環境工学部 教授
小林慎太郎　京都大学大学院地球環境学堂 学堂長
齋藤　力良　川崎市上下水道局 上下水道事業管理者
酒井　伸一　京都大学環境保全センター 教授
清水　俊昭　国土交通省国土技術政策総合研究所
　　　　　　下水道研究部 部長
徐　　開欽　(独)国立環境研究所循環型社会・廃棄物
　　　　　　研究センター バイオエコ技術研究室 室長
飛原　秀登　広島市水道事業管理者・水道局長
冨岡　寛美　兵庫県農政環境部環境管理局 局長
西村　京三　京都市公営企業管理者上下水道局 局長
野池　達也　日本大学大学院総合科学研究科 教授
花里　孝幸　信州大学山岳科学総合研究所山地水域環境保
　　　　　　全学部門 山地水環境教育研究センター 教授
藤澤　常憲　北九州市建設局 局長
藤澤　理樹　北海道環境生活部環境局 局長
藤原　正弘　(財)水道技術研究センター 理事長
前田　邦典　大阪市建設局 理事
前田　正博　東京都下水道サービス(株)代表取締役社長
眞柄　泰基�トキワ松学園 理事長
正木仙治郎　滋賀県琵琶湖環境部 部長
松井　三郎�京都大学 名誉教授
松井　正樹�国土交通省都市・地域整備局 下水道部長
松尾　友矩　東洋大学 常勤理事
味埜　　俊　東京大学大学院新領域創成科学研究科
　　　　　　社会文化環境学専攻 教授
三宅　　勝　名古屋市上下水道局 局長

向井　政博　広島市下水道局 局長
村上　孝雄　日本下水道事業団 理事
盛岡　　通　関西大学環境都市工学部 教授
山口　　登　(財)大阪市下水道技術協会 理事長
山本　純雄　宇都宮大学 名誉教授
吉岡　　亨　札幌市建設局 理事
吉田　　進　東京都水道局 設備担当部長

特別実行委員長
武田　信生　立命館大学エコ・テクノロジー研究センター 
　　　　　　センター長
実行委員長
田子　靖章　メタウォーター(株)エンジニアリング本部
　　　　　　GENESEED技術部 第二グループ 担当課長
実行委員
石川　隆章　明電板金塗装(株)取締役社長
井手　慎司　滋賀県立大学環境科学部 教授
岩堀　恵祐　静岡県立大学環境科学研究所 教授
蛯江　美孝　(独)国立環境研究所循環型社会 ・ 廃棄物研究
　　　　　　センター バイオエコ技術研究室 研究員
圓佛伊智朗　(株)日立製作所 エネルギー・環境システム
　　　　　　研究所 チーフプロジェクトリーダー
奥野　長晴　滋賀県立大学 名誉教授
片山　　学　月島機械(株)大阪支社大阪技術室 室長
加藤　孝夫　(株)東芝 社会システム事業部 事業部長
河岸　美浩　川崎市上下水道局生田浄水場 課長補佐
　　　　　　浄水係長
倉田　学児　京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻 
　　　　　　准教授
後藤顕之輔　EICA名誉会員
後藤　雅史　鹿島建設(株)技術研究所 主席研究員
斉藤　　彰　(株)神鋼環境ソリューション 商品市場・
　　　　　　技術開発センター水･汚泥技術開発部 部長
佐藤　明雄　(株)安川電機 システムエンジニアリング
　　　　　　事業部システム工場第２技術部 部長
佐藤　圭輔　立命館大学理工学部環境システム工学科
　　　　　　講師
佐藤　茂雄　(株)明電舎 水・環境事業部営業技術部
　　　　　　専任部長
篠田　高明　(株)タクマ エンジニアリング統轄本部
　　　　　　プラント建設センター 副センター長
清水　芳久　京都大学大学院工学研究科附属流域圏
　　　　　　総合環境質研究センター 教授
鈴木　一如　(株)荏原製作所 知的財産室 室長

高岡　昌輝　京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻
　　　　　　准教授
高見澤真司　メタウォーター(株)事業開発本部
　　　　　　海外営業部 担当部長
多田　　弘　メタウォーター(株)サービスソリューション
　　　　　　本部 副本部長
田中　良春　メタウォーター(株)R＆Dセンター先端水シ
　　　　　　ステム開発部センサー開発 Gr. Manager
環　省二郎　(株)東芝 水・環境ソルーション技術開発部 
　　　　　　部長
田村　公良　明電興産(株)顧問
長尾　信明　栗田工業(株)開発本部先進技術第二グルー
　　　　　　プ 主任研究員
中里　卓治　(財)下水道新技術推進機構 企画部長
仲田雅司郎　(株)東芝 水・環境システム技術部 部長
中村　昌文　(株)日吉 技術部分析研究課 主任研究員
西田　克範　月島機械(株)取締役兼常務執行役員
西田　勝彦　日新電機(株)環境事業本部ソリューション
　　　　　　システム事業部 技師長
野口　基一　日本ヘルス工業(株)執行役員
花里　善夫　三菱電機(株)本社駐在神戸製作所社会環境
　　　　　　システム第一部 主席技師長
福嶋　良助　(株)堀場製作所 開発センター基礎技術部 部長
藤原　健史　岡山大学大学院環境学研究科資源循環学
　　　　　　専攻 教授
古里　明瑠　環境カウンセラー全国連合会 副理事長
水口　弘幸　(株)神鋼環境ソリューション 水処理事業部
　　　　　　技術部プロポーザル室 室長
村上　忠弘　ダイネン(株)顧問
森崎　功典　東京都下水道局施設管理部 保安管理担当
　　　　　　課長
森寺　弘充　東亜ディーケーケー(株)開発本部
　　　　　　取締役副本部長
山田　顕寛　(株)日立製作所 社会システム事業部
　　　　　　電機システム統括部 主任技師
山　　　実�JFEアドバンテック(株)本社工場
　　　　　　商品企画開発部長
楊　　瑜芳�東麗繊維研究所上海分公司TFRC水処理
　　　　　　研究所 所長
吉田　綾子　東京農業大学 客員研究員
早稲田邦夫�(株)日立製作所 社会システム事業部
　　　　　　主管技師長



「低炭素社会に向けた自律分散型インフラ」
　　座　　長　　島田　幸司 氏　　立命館大学経済学部 教授

　　パネラー　　内藤　正明 氏　　滋賀県琵琶湖環境科学研究センター センター長

　　　　　　　　谷口　忠太 氏　　立命館大学 情報理工学部 知能情報学科 准教授

　　　　　　　　橋本　　憲 氏　　ひがしおうみコミュニティビジネス推進協議会 事務局長

　　　　　　　　早稲田邦夫 氏　　(株)日立製作所 社会システム事業部 主管技師長

Program

第1日目

第2日目

10月28（木）：立命館大学　びわこ・くさつキャンパス　ローム記念館大会議室

10月29日（金）：立命館大学　びわこ・くさつキャンパス　エポック立命21

オープンセッション

研究発表　分科会セッション

開会挨拶
12:00 ～12:20

基調講演
12:25 ～13:15

開会挨拶　　　田中　宏明　　 　環境システム計測制御学会 会長（京都大学大学院工学研究科流域圏総合環境質研究センター教授）

来賓挨拶　　　飯田　健夫 氏　　立命館大学  副総長

「低炭素社会システム構築のための道筋」
　　　　　　　　島田　幸司 氏　　立命館大学経済学部  教授

パネルディスカッション
13:20 ～ 15:50

特別講演
16:00 ～16:50

奨励論文賞・ロゴマーク表  彰  式
16:50 ～17:10

時　間

9:30
11:10

12:20
14:00

14:10
15:30

パネルディスカッション
●テーマ：低炭素社会に向けた自律分散型インフラ
●座　長：島田幸司 氏（立命館大学経済学部 教授）
●趣　旨：地球温暖化の影響をある程度回避し持続可能な形で乗り切るには，今世紀前半のうちに，世界全体の排出量を1990年に比べ半減する

必要がある。これが現実の政策目標として取りあげられるようになったのは，2003年に当時英国のブレア首相が2050年までに英国
の排出量を60％削減すると宣言したことに端を発する。これを契機に低炭素社会の必要性が世界的な共通認識として浸透してきた。
�一方，米国オバマ政権が2009年2月に発表した「アメリカ景気回復・再投資法」においてスマートグリッドなどの技術開発・普及
策を掲げたことを契機に，エネルギー，テレコミュニケーション，情報技術の3領域が融合した新しいビジネスが注目を集めている。
このシステムの構成要素として，情報技術を駆使した需要側での省エネルギーや供給側での再生可能エネルギーの導入が検討されてお
り，地球温暖化対策としても期待が膨らみつつある。
�他方，中長期的視点から低炭素社会を構築していくためには，
　　① エネルギー生産・消費施設・機器・技術
　　② 社会インフラ
　　③ 人的資本
　　④ 制度
　　⑤ 社会関係資本・慣習・規範
�など，技術・ハード面のみならず社会経済・ソフト面も抜本的に見直す必要に迫られている。
　そこで本パネルディスカッションでは，「自律分散」をキーワードに滋賀での取組例の紹介も交えながら上記①～⑤の視点から低炭素
社会構築に向けて今後進むべき道筋を議論することとしたい。

Coffee Break　15:50～16:00

大学生協リンクスクエア
交  流  会

17:30 ～19:00

琵琶湖と「生物多様性」
　　　　　　　　川那部　浩哉 氏　　前 琵琶湖博物館 館長

Lunch Time　11:10～12:20

Coffee Break　14:00～14:10

第四会場（K309号室）第一会場（K306号室） 第二会場（K310号室） 第三会場（K307号室）

Ａ－1　環境モニタリング①

Ａ－2　浄水処理

Ａ－3　浄水・環境モニタリング②

Ｂ－1　下廃水処理①

Ｂ－2　下廃水処理②

Ｂ－3　下廃水処理③

Ｃ－1　情報・エネルギー

Ｃ－2　環　　境　①

Ｃ－3　環　　境　②

Ｄ－1　汚泥処理

Ｄ－2　廃棄物処理

未来プロジェクトⅤ

 【参加費】参加費には、聴講費・論文集代が含まれます。(但し、交流会は任意参加ですので特別に交流会費は要りません。)



発表論文

■ Ａセッション（K306号室）

工業プロセス用pH電極の開発
○石井章夫，松原裕樹，西尾友志，江原克信（（株）堀場製作所）

ダイヤモンド電極を用いた可搬型重金属測定装置の開発
○山貫幹人，福嶋良助，松本浩一（（株）堀場製作所），
　栄長泰明（慶応義塾大学）

中圧紫外線照射装置の照射性能解析と検証試験の比較
○阿部法光，村山清一，出　健志，小林伸次，城田昭彦，相馬孝浩（（株）東芝）

高い汚染物質除去率を示すRO/NF膜の物理化学的特長
○鈴木祐麻（山口大学），David G. Cahill, Jeffrey S. Moore, 
　Benito J. Mariñas（University of Illinois at Urbane-Champaign）

赤外分光分析による微生物中間生成代謝物の推定に関する基礎検討
○粟津邦男（大阪大学），石井克典（大阪大学），長塩尚之（日新電機（株））

植物由来物質による紫外線誘発細胞障害抑制効果について
○牟礼佳苗，竹下達也（和歌山県立医科大学）

フローサイトメトリーによる琵琶湖の微細植物プランクトン群集の測定
○北村友一，南山瑞彦（（独）土木研究所）

クリプトスポリジウム自動測定装置の開発
○金　京柱，田中良春（メタウォーター（株））

陸域・湖内流動・湖内生態系を結合した琵琶湖流域水物質循環モデルの構築
○佐藤祐一（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター），
　小松英司（千代田アドバンスト・ソリューションズ（株）），
　永禮英明（岡山大学），湯浅岳史，上原 浩（パシフィックコンサルタント（株））

光ファイバーを用いた水位検出システムの開発
○遠藤和広（東京都下水道局），藤平貞義（（社）日本下水道光ファイバー技術協会），
　原田敏郎（東京都下水道サービス（株）），嘉本健治（古河電気工業（株））

HACCP手法を適用した水安全管理システムの開発
○岩井優作，福島　学，横井浩人，金子和弘（（株）日立製作所）

環境負荷と安定性に配慮した水運用計画システムの開発
足立進吾，○今井美希，田所秀之（（株）日立製作所）

集塊化開始時間測定法の原理と同法を用いた凝集アナライザの開発
○山口太秀，田中良春（メタウォーター（株）），鎌田素之（関東学院大学），
　松井佳彦（北海道大学）

アルミニウムを指標としたPAC注入制御手法の開発
○横井浩人，芳賀鉄郎，三宮　豊，田所秀之，舘　隆広（（株）日立製作所）

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］倉田学児（京都大学）［副座長］西田勝彦（日新電機（株））

［座長］土居通浩（京都市）［副座長］環　省二郎（（株）東芝）

［座長］神子直之（立命館大学）［副座長］山　　実（JFEアドバンテック（株））

14:10～15:30
Ａ－３　浄水・環境モニタリング②

9:30～11:10
Ａ－１　環境モニタリング①

12:20～14:00
Ａ－２　浄水処理



■ Ｂセッション（K310号室）

下水処理水中に残存するエストロゲンの好気性生物膜法による除去
○岡安祐司，小森行也，南山瑞彦，鈴木　穣（（独）土木研究所）

琵琶湖流域下水道におけるオゾンおよび生物活性炭の下水処理への適用に関する調査
○瓜生昌弘（滋賀県琵琶湖環境部下水道課）

MLSS計の設置箇所変更に伴う効果
○阿部裕和，松本　潤（東京都下水道サービス（株））

下水道施設電気設備の更新方法に関する研究
○戸田浩一，山崎恭司，井藤元暢，田之倉誠，
　坂根良平（（財）下水道新技術推進機構）

活性汚泥モデルの利活用に関する研究
○阿部真由美，工藤和正，落　修一（（財）下水道新技術推進機構）

中空糸膜を用いた水処理における流動状態と圧力損失の予測モデルの構築
○村上吉明，谷田克義（（株）神鋼環境ソリューション）

多変量統計的プロセス管理手法を応用した下水処理場の省エネルギー診断
○山中　理，長岩明弘，平岡由紀夫，山本勝也（（株）東芝），佐野勝実，
　佐々木稔（日本下水道事業団）

CSO汚濁負荷計測システムの開発
○豊岡和宏（（株）明電舎），斎藤慎哉（東京都），
　大橋秀郎（東京都下水道サービス（株））

高速メタン発酵システムの制御技術
○富内芳昌，森　　豊，清水康次（メタウォーター（株）），
　水田健太郎（日本下水道事業団）

下水処理場の環境負荷削減に関する総合評価
○福嶋俊貴（メタウォーター（株）），宗宮　功（京都大学名誉教授）

下水処理硝化工程における一酸化二窒素生成量の評価と抑制方法の検討
○上門卓矢，山野井一郎，武本剛，田所秀之（（株）日立製作所）

限外ろ過膜のウイルス除去性能に及ぼす凝集処理の影響評価
○西田佳記，山下尚之，田中宏明（京都大学），花田茂久，谷口雅英，
　北中　敦（東レ（株））

電気伝導率による下水処理制御
○高橋麻由子（東京都下水道局），三好幸一郎（東京都中央卸売市場）

雨天時下水処理水による受水先への水質影響
○樋上正晃，Marfiah bint Ab. Wahid, 中田典秀，山下尚之，
　田中宏明（京都大学）

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

12:20～14:00
Ｂ－２　下廃水処理②

［座長］尾　正明（岡山市）［副座長］佐藤茂雄（（株）明電舎）

［座長］岡安祐司（滋賀県）［副座長］斉藤　彰（（株）神鋼環境ソリューション）

［座長］中里卓治（（財）下水道新技術推進機構）［副座長］山田顕寛（（株）日立製作所）

9:30～11:10
Ｂ－１　下廃水処理①

14:10～15:30
Ｂ－３　下廃水処理③



■ Ｃセッション（K307号室）

大気・土壌・水連結型 ― 化学物質動態モデルの構築と現地適用性の評価
○佐藤圭輔（立命館大学），清水芳久（京都大学）

ダム湖への高濃度酸素水の供給と金属濃度の低減効果
○久岡夏樹，鈴木　穣，南山瑞彦（（独）土木研究所），若林健一，
　増木新吾（松江土建（株））

二枚貝による水質浄化効果の検証
○和田桂子（（財）琵琶湖・淀川水質保全機構），
　水上幸夫（国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所），
　久納　誠（元（財）琵琶湖・淀川水質保全機構）

ガス状VOC処理装置の機能評価を目的とした装置内微生物群集の観察
○山形友美，清水博之，浅香直央，樋口能士（立命館大学），
　奥西将之（三重大学）

雨水貯留施設における遠方監視制御システム
西田潤司，小野博成（京都府），○今岡博義，吉田宏司（日新電機（株））

水再生センターの統合化に向けた遠方監視制御について
○芦澤謙司（横浜市環境創造局）

京都府流域下水道における既設高度処理場での省エネ運転の実例報告
○上村岳史（日本メンテナスエンジニヤリング（株）），駒路勝男，
　一二三純子（京都府流域下水道事務所洛西浄化センター）

水素メタン発酵による焼酎粕処理・エネルギー回収システムの開発
○河野孝志（（株）タクマ）

日本の上下水道におけるエネルギー消費の現状把握
○上山達宏，金　一昊（京都大学），水草浩一，吉谷純一，
　小越眞佐司（国土交通省），田中宏明（京都大学）

仮想水投入を考慮したエコロジカル・フットプリント指標
○吉川直樹，押川由希，天野耕二，島田幸司（立命館大学）

京都市の下水道事業における環境報告書と環境会計について
○山田哲司（京都市上下水道局下水道部）

海水淡水化プラントの取水条件に基づいた電力削減制御
○難波　諒，横川勝也，松代武士，山形英顕，松井公一，黒川　太（（株）東芝）

湖沼への沈水植物再生における派生バイオマスのリサイクル評価
○見島伊織，柿本貴志，池田和弘，田中仁志（埼玉県環境科学国際センター），
　袋　昭太，久保田洋，石川光祥（（株）フジタ），稲森悠平（福島大学）

肥料利用を目指したリン吸着剤の開発
○辻　秀之，吉田祥子，河野龍興，茂庭　忍，足利伸行，山本勝也（（株）東芝），
　辻　幸志，橋本敏一（日本下水道事業団）

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

12:20～14:00
Ｃ－２　環　　境　①

［座長］井手慎司（滋賀県立大学）［副座長］佐藤明雄（安川電機（株））

［座長］佐藤圭輔（立命館大学）［副座長］森寺弘充（東亜ディ－ケーケー（株））

［座長］藤原健史（岡山大学）［副座長］田中良春（メタウォーター（株））

9:30～11:10
Ｃ－１　情報・エネルギー

14:10～15:30
Ｃ－３　環　　境　②



■ Ｄセッション（K309号室）

加温＋曝気処理による下水汚泥中シロキサンの除去に関する研究
○大下和徹，尾森圭悟，高岡昌輝，水野忠雄，森澤眞輔（京都大学）

濃縮設備更新における新技術の導入と維持管理の省力化および省エネ化の実現
谷口浩二，小田勇次（京都府流域下水道事務所），
畑　尚希，○小田尚樹（（株）石垣）

汚泥フロックの画像解析による凝集制御技術の開発
○冠城敏之，玉本博之，曽根啓一（東京都下水道サービス（株）），
　廣繁直治（東京都下水道局），河　博一，菅谷謙三（（株）石垣）

下水道施設への電解結晶法の適用可能性検討
○宮本豊尚（国交省国土技術政策総合研究所），岡本誠一郎，
　桜井健介（（独）土木研究所），田中恒夫（前橋工科大学）

産業廃棄物処理資源化ネットワークの技術評価システムの開発
○藤原健史（岡山大学）

ステレオ計測システムを用いたごみ供給管理システムの実施設への適用に関する研究
○高岡昌輝（京都大学），伊藤大輔（日本IBM），中塚大輔，
　角田芳忠（（株）タクマ），武田信生（立命館大学），藤原健史（岡山大学），
　大下和徹（京都大学）

加圧流動層炉フリーボード部気相燃焼過程に関する詳細数値計算
○北島暁雄，村上高広，鈴木善三（（独）産業技術総合研究所），
　山本隆文（月島機械（株）），折戸　敢（三機工業（株））

汚泥熱分解炭化システムの開発
○今井　正，林　幸司，小峰英明，安部裕宣（（株）東芝社会システム社）

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

［座長］吉田　進（東京都水道局）［副座長］石川隆一（東亜ディケーケー（株））

12:20～14:00
Ｄ－２　廃棄物処理

［座長］高岡昌輝（京都大学）［副座長］片山　学（月島機械（株））

［座長］大下和徹（京都大学）［副座長］篠田高明（（株）タクマ）

［座長］清水芳久（京都大学）［副座長］福嶋良助（（株）堀場製作所）

9:30～11:10
Ｄ－１　汚泥処理

14:10～15:30
Ｄ－３　未来プロジェクトⅤ

【チーム１：Local vs Global】

Global Eco-Harmonyをめざして　～共生型環境社会へのロードマップ～
○谷田　聡 （京都市上下水道局）， 織田信吾 （（株）日立製作所）， 
　牟礼佳苗 （和歌山県立医大），小松佑一郎 （（株）堀場製作所）， 
　大矢知裕行 （メタウォーター（株））

【チーム２：社会とインフラの融合・調和】

社会とインフラの融合・調和
○永長大典 （大阪市環境局）， 日下部武敏 （京都大学）， 
　川口佳彦 （（株）堀場アドバンステクノ），中野　篤 （（株）日立製作所）， 
　古賀和宏 （（株）タクマ）

【チーム３：異分野の協動・合意形成】

異分野協働による地域水循環システムとその実現に向けた段階的アプローチ
○佐藤祐一（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター），安達美総（（株）東芝），
　小山徹也（（株）神鋼環境ソリューション），窪岡史章（日新電機（株））

＊都合により本プログラムに変更が生じる場合があります。



種　別
一　般

官公庁・教育機関
学　生

会　員 非会員

氏　名

★参加費お振込み予定

月　　　　 日頃

交流会
□ 参加　
□ 不参加

◎参加申込用紙◎

〒　  －

TEL (　　　)　　　－　　　　　FAX (　　　)　　　－
E-mail

EICA 環境システム計測制御学会  宛

平成22年　　月　　日FAX　077-562-0117

勤務先

所　属

連絡先

申込方法
● E-Mailでのお申込みは、

　 ホームページ http://eica.jp

　 から参加申込書をダウンロードし、

　 必要事項をご記入の上 info@eica.jp に

　 送信して下さい。

● 郵送・FAXの場合は、同様に参加申込用紙を

　 ダウンロードし、必要事項をご記入の上、

　 下記学会事務局宛てお申込み下さい。

　  〒525-0021 滋賀県草津市川原1-4-30-103

　  環境システム計測制御学会 事務局  宛

　  　　　　　　　　　　　担当者 北川、間處

　  TEL(077)562-0014

　  FAX(077)562-0117

参加費

申込締切　平成22年10月21日（木）
※なお、開催一週間前からの資料の
　送付は行いません。
　当日受付での配付となります。

◆振込先  三菱東京UFJ銀行草津支店（普）No, 4673128

　　　　  　口座名  環境システム計測制御学会
　　　　  郵便振替  00980-0-245
　　　　  　口座名  EICA
　　　　　　＊振込手数料はご負担願います。

　　　　　　＊お振込時、連絡欄もしくは通信欄に、学会から

　　　　　　　お送りする参加ナンバーを必ずご記入ください。

◆参加申込確認後、ご請求書・参加券をお送りいたします。

　参加券は当日受付にてご提示下さい。

奨励論文の表彰
本会では、研究者の一層の研鑚を願い表彰制度を設

けております。発表論文の中から奨励論文賞を選考

し、表彰を行うと共に副賞を進呈致します。

参加要領

※上記は研究発表会参加費で、交流会は任意参加です。

種　別 本会会員 非会員
一　般

学　生
官公庁・教育機関

20,000円

3,000円
10,000円

25,000円

3,000円
15,000円

役　職

□ 個　人

フ  リ  ガ  ナ
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